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Ⅲ　新図書館が目指す図書館像

新しい図書館は、これからの高知を生きる人たちに力と喜びをもたらすものでなければならない。

県立図書館は歴史的価値のある図書、専門的な図書が揃い、調べごとに集中できる静かな図書館として存在感を発揮してきた。また、市民図書館は「市民の図書館」として気軽に利用でき、相談しやすい図書館として親しまれ頼りにされてきた。
合築においては、こうした両館の特性を生かした空間設計のもとに、明るく、開放的で、高知らしくのびのびした雰囲気の中、様々な世代がそれぞれの目的のサービスを受けられ、人のぬくもりが感じられる図書館であることを期待する。

また、県全体の読書環境、情報環境を向上させるために、教育行政と連携しながら、図書館未設置町村への図書館の設置促進、市町村立図書館の職員の確保や資料の充実を促すとともに、県立図書館の資源を活用した支援が重要である。
１　新図書館の基本的な考え方
　　　新しい図書館は、全国で初めて県立図書館とその所在地の市立図書館を合築し、県立図書館と市民図書館本館のそれぞれの役割と機能をしっかり果たしながら、共通する業務を一体的に行おうとする図書館である。それにより、両館の担ってきた独自の機能をこれまで以上に発揮させ、県民市民の利便性を高めるための充実した図書館サービスを提供しようとするものである。そのためには、建物や組織、役割分担などに様々な工夫を凝らし、整備・運営していく必要がある。
新図書館の基本的な考え方は、次のとおりである。
	項　　目
	基本的な考え方

	施　　設
	・利用者にとって、県市の区別のない一つの施設とする。

	組織等
	・新しい図書館には、県立図書館、市民図書館の二つの組織を置く。
・県の貸出等の直接サービス業務は市に委託し、市民図書館が行う。
・今後、県市がサービスの向上を図らなければならないレファレンスや情報ネットワークなどの業務は共同して行う。

	開架スペース
	・開架スペースの書架には、県市の所有に関わりなく資料を系統的に並べ、自由に閲覧でき、窓口サービスが受けられるようにする。
・１枚の図書カードで、県市いずれの資料も利用できる。

	書　　庫
	・県市に必要な書庫を整備し、県市が共用して蔵書を管理する。

	資料の購入
	・県市で選書の調整を図りながら購入する。

	利用者の範囲やサービス内容の統一
	・県市のルールを統一し、サービスの充実を図る。

	図書館情報システム
	・県市のシステムを統一し、県市の所有図書に関わりなく蔵書検索や予約サービスが受けられる。

	物流ネットワーク
	・県立図書館の物流便を開館日は毎日行うなど、サービス内容を充実する。

	障害者サービス
	・著作権法改正の趣旨を踏まえ、点字図書館と連携を図りながら、障害者サービスの充実を図る。



（3） 県市の業務分担等
新図書館の機能を最大限に発揮して運営していくためには、両館の果たすべき役割と機能、責任の所在、そのための命令権者、そうした業務分担を明らかにした体制づくりを行い、運営方針を全職員で共有する必要がある。

（4） 館長の役割
新しい図書館づくりを進め円滑な運営を行っていく上で、両館長の役割は重要である。館長には、責任ある図書館運営に必要な権限を持たせる必要がある。併せて、事業の計画段階から図書館運営に長期的な視点から専門的な見識とビジョンを持って精力的に取り組めるリーダーシップのある人材を配置することが理想であるが、それが困難な場合には、国内の優れた図書館関係者の助言や指導を受けるべきである。

また、新図書館が二人館長制となることから、お互いの役割分担と意思決定のしくみを事前によく調整しておく必要がある。

（５）協定書の締結
新しい図書館が、課題解決型の図書館、ハイブリッド型図書館、進化する図書館として、長期にわたり継続的・安定的な運営を果たしていくためには、検討委員会で論議した県立図書館、市民図書館の役割と機能、運営方針や運営体制、人員配置計画、責任区分などの新図書館の運営に関わる基本方針について県市で文書を交わし、双方で確認を行う必要がある。

　（６）調整及び評価・点検
新図書館の目指す図書館像に向けて、適切な運営が行われているか点検・評価するための第三者機関を置く。

また、両館の連携・調整を図るために、両館はもとより調整機関や図書館協議会で常に確認を行い、目標の実現に向けて運営を行っていく必要がある。
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